
 

 

日日 本本 学学 校校 心心 理理 学学 会会   第第 ２２ ９９ 回回 研研 修修 会会   
※ 今 回 は 「 筑 波 大 学 」 で は あ り ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い 。  

日 時  平 成 2２ 年 ２ 月 11 日 （ 祝 ・ 木 ） 1３ ： ３ 0～ 1６ ： ３ 0               

（ 受 付  １ ２ ： ３ ０ ～ ）         

場 所   跡 見 学 園 女 子 大 学  文 京 キ ャ ン パ ス  ３ Ｆ （ Ｍ ２ ３ ０ ４ ）        

（ 東 京 メ ト ロ   丸 の 内 線   茗 荷 谷 駅 下 車   徒 歩 ３ 分 ）  

講 師   藤  川  洋  子  先 生 （ 京 都 ノ ー ト ル ダ ム 女 子 大 学 教 授 ）  

演 題  『  私 が 向 き 合 っ た 少 年 た ち 
― い ま 、 子 ど も た ち に 求 め ら れ る 対 人 関 係 力  ― 』  

 

【 藤 川 洋 子 先 生 か ら の メ ッ セ ー ジ 】 「 特 殊 教 育 」 が 、 「 特 別 支 援 教 育 」 に 姿 を あ ら た め 、     

そ の 対 象 は 、Ａ Ｄ Ｈ Ｄ ，Ｌ Ｄ ，ア ス ペ ル ガ ー 障 害 に 広 が り ま し た 。以 前 な ら 、愛 情 不 足 と か 、

し つ け 不 足 と さ れ が ち で あ っ た 子 ど も た ち に 、 「 対 人 関 係 力 」 と い う 角 度 か ら 光 を 当 て て 、

支 援 す る 必 要 性 が 分 か っ て き た 、 と い う わ け で す 。 彼 ら を ど う 理 解 し 支 援 し た ら よ い の か 、

非 行 少 年 の 処 遇 か ら 見 え て き た 支 援 の コ ツ を お 話 し ま す 。  

【 藤 川 洋 子 先 生 の プ ロ フ ィ ー ル 】  

京 都 府 出 身 。 1973 年 、 大 阪 大 学 文 学 部 哲 学 科 卒 。 家 庭 裁 判 所 調 査 官 と し て 各 地 の 家 裁 に    

勤 務 。 東 京 家 庭 裁 判 所 主 任 調 査 官 、 大 阪 家 庭 裁 判 所 総 括 主 任 家 裁 調 査 官 を 歴 任 し 、 現 職 。  

東 京 大 学 医 学 部 客 員 研 究 員 と し て も 活 躍 中 。 臨 床 心 理 士 。 1986 年 か ら 「 実 務 研 究 員 」 と し て

神 戸 大 学 医 学 部 精 神 科 、 中 井 久 夫 教 授 に 師 事 。 早 期 か ら 発 達 障 害 に 着 目 し 日 本 で 初 め て    

非 行 と の 関 連 で 研 究 報 告 を 行 っ た 。 著 書 『 わ た し は 家 裁 調 査 官 』 は 、 Ｎ Ｈ Ｋ で ド ラ マ 化 、     

放 映 さ れ 大 き な 反 響 を 呼 ん だ 。 『 非 行 は 語 る ー 家 裁 調 査 官 の 事 例 フ ァ イ ル 』 他 、 著 書 多 数 。  

 

参 加 資 格  

学 会 員 、 教 育 関 係 職 員 、 保 護 者 、  

研 究 職 、 大 学 院 生 等  

 

参 加 費  

会 員 1000 円 、 非 会 員 3000 円   

（ 事 前 予 約 は 必 要 あ り ま せ ん 。 ） 

※ 学 校 心 理 士 資 格 更 新 の ポ イ ン ト  

（ Ｂ 種 ） と し て 申 請 中 で す 。 

※ 開 始 30 分 以 後 の 入 室 は  

お 断 り す る こ と が あ り ま す 。 

 

【 日 本 学 校 心 理 学 会 事 務 局 】   

〒 112－ 0012 東 京 都 文 京 区 大 塚 3-29-1 

筑 波 大 学 附 属 学 校 教 育 局  石 隈 利 紀 研 究 室 気 付    [TEL/FAX] 03-3942-5188  


